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一
　
Ｓ
Ｃ
に
つ
い
て

近
年
、
社
会
科
学
を
席
巻
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
（Social C

apital,  

以
降
Ｓ
Ｃ
）
が
あ
る
。
社
会
関
係
資
本
と
訳
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
日
常
用
語
で
い
え
ば
、「
き
ず
な
」
と
考
え
る
と
わ
か
り
や

す
い
。
こ
こ
一
〇
年
ほ
ど
で
日
本
語
と
し
て
定
着
し
た
「
住
民
力
」、「
地
域
力
」

も
そ
の
一
つ
と
い
え
る
。 

経
済
学
・
経
営
学
者
の
稲
葉
陽
二
氏
は
、
広
義
の
Ｓ
Ｃ
を
「
人
々
や
組
織
の
間

の
協
調
的
な
行
動
を
と
も
な
う
信
頼
・
お
互
い
さ
ま
と
い
う
意
識
に
基
づ
く
規

範
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
定
義
し
て
い
る
（
稲
葉 2014, i

）。
Ｓ
Ｃ
は
公
共
財
で

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
は

川
崎
市
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
役
立
つ
か
？

赤
川 

学

Ⅰ
部

　
発
表
二
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も
、
ク
ラ
ブ
財
で
も
、
私
的
財
で
も
あ
り
う
る
と
い
う
多
元
性
を
有
し
て
い

る
。図

１
に
よ
れ
ば
、
Ｓ
Ｃ
に
は
、
①
公
共
財
（
非
競
合
的
で
非
排
除
的
な
財
、

多
く
の
人
が
同
時
に
不
自
由
な
く
利
用
で
き
る
財
）
と
し
て
「
社
会
全
般
へ

の
信
頼
・
規
範
」、
②
ク
ラ
ブ
財
（
特
定
の
集
団
や
組
織
に
属
す
る
こ
と
で

得
ら
れ
る
財
）
と
し
て
「
特
定
の
個
人
間
・
グ
ル
ー
プ
内
で
の
信
頼
・
規
範
」、

③
私
的
財
（
個
人
が
有
す
る
財
、
ツ
テ
や
コ
ネ
を
含
む
）
と
し
て
「
個
人
間

等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
次
元
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
公
共
財
と
し
て

の
信
頼
」
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
他
人
を
信
頼
す
る
人
が
あ
る
地
域
や
社
会

に
多
い
割
合
で
住
ん
で
い
る
こ
と
が
、
そ
の
地
域
や
社
会
に
生
き
る
特
定
の

個
人
が
他
人
を
ど
れ
だ
け
信
頼
し
て
い
る
か
い
な
か
に
関
わ
り
な
く
、
そ
の

個
人
に
対
し
て
良
い
影
響
を
も
た
ら
す
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
諺
に
い
う

「
朱
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る
」
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
、
あ
る
い
は
、
ど
ん

な
隣
人
を
も
つ
か
で
自
分
の
意
識
や
行
動
ま
で
変
化
す
る
「
隣
人
効
果
」
の

こ
と
を
指
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
多
次
元
性
を
も
つ
Ｓ
Ｃ
は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
さ
ま
ざ
ま
な

側
面
に
対
し
て
「
役
に
立
つ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
Ｓ
Ｃ
が

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
災
害
復
興
の
速
度
が
速
い
」「
Ｓ
Ｃ
が
高
い
地
域
は
、

犯
罪
発
生
率
が
低
く
、
出
生
率
が
高
く
、
行
政
の
効
率
が
よ
い
」「
Ｓ
Ｃ
の

社会構造 価値観

マクロ

ミクロ

ガバナンス関連の

成文法・規則など

公共財としての社会関係資本

：社会全般への信頼・規範

クラブ財としての社会関係資本

：特定の個人間・グループ内での

信頼・規範（含む互酬性）

私的財としての社会関係資本

：個人間等のネットワーク

クラブ財としての社会関係資本

公共財としての社会関係資本

私的財としての社会関係資本

図 1　社会関係資本の概念整理

出典：稲葉（2014）
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高
い
社
会
で
は
、
市
場
取
引
が
円
滑
に
な
る
」「
Ｓ
Ｃ
の
高
い
組
織
は
、
生
産
性
が
高
い
」「
Ｓ
Ｃ
の
高
い
地
域
に
住
む
人
は
健
康

に
な
る
」
な
ど
の
仮
説
が
提
示
さ
れ
、
実
際
に
多
く
の
調
査
か
ら
肯
定
的
に
検
証
さ
れ
て
い
る
。

本
論
文
で
は
、
私
的
財
と
し
て
の
Ｓ
Ｃ
、
す
な
わ
ち
個
人
が
有
す
る
他
人
に
対
す
る
信
頼
や
社
交
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
社
会
活

動
）
な
ら
び
に
、
公
共
財
と
し
て
の
Ｓ
Ｃ
に
も
注
目
す
る
。

二
　
社
会
疫
学
、
社
会
学
の
観
点
か
ら
み
た
Ｓ
Ｃ

と
こ
ろ
で
医
学
・
社
会
疫
学
の
分
野
で
は
、
本
人
が
自
分
を
健
康
と
感
じ
る
程
度
、
す
な
わ
ち
主
観
的
健
康
感
が
、
当
人
の
客

観
的
健
康
を
代
替
す
る
指
標
と
し
て
も
、
そ
の
人
が
住
む
地
域
の
死
亡
率
を
予
測
す
る
指
標
と
し
て
も
有
用
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
。
こ
の
主
観
的
健
康
感
を
左
右
す
る
要
因
と
し
て
、
個
人
レ
ベ
ル
の
Ｓ
Ｃ
（
個
人
が
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
信

頼
）
と
、
地
域
・
集
団
レ
ベ
ル
の
Ｓ
Ｃ
（
隣
人
効
果
な
ど
、
そ
の
地
域
に
住
む
だ
け
で
生
ま
れ
る
効
果
）
が
あ
り
う
る
。

Ｓ
Ｃ
の
三
要
素
、
す
な
わ
ち
信
頼
、
規
範
（
互
酬
性
）、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
測
定
す
る
た
め
に
、
比
較
的
単
純
だ
が
、
強
力
な

指
標
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
信
頼
に
つ
い
て
は
、「
あ
な
た
の
地
域
の
人
々
は
、
一
般
的
に
信
頼
で
き

る
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
と
て
も
信
頼
で
き
る
」「
ま
あ
信
頼
で
き
る
」
と
答
え
た
人
を
「
信
頼
高
群
」
と

し
て
扱
い
、
こ
れ
を
個
人
の
属
性
と
し
て
扱
う
場
合
と
、
地
域
単
位
で
集
計
し
て
地
域
の
属
性
（
特
性
）
と
し
て
扱
う
場
合
が
あ

る
。
同
様
に
地
域
の
互
酬
性
（
＝
「
あ
な
た
の
地
域
の
人
々
は
、
多
く
の
場
合
、
他
の
人
の
役
に
立
と
う
と
す
る
と
思
い
ま
す
か
」

に
「
そ
う
思
う
」「
ま
あ
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
人
の
割
合
）
を
測
定
す
る
。
ま
た
当
人
が
属
す
る
社
会
的
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
し
て
、
①
政
治
団
体
・
業
界
団
体
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
町
内
会
・
自
治
会
な
ど
の
垂
直
的
組
織
へ
の
参
加
、
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ス
ポ
ー
ツ
関
係
・
趣
味
関
係
な
ど
水
平
的
組
織
へ
の
参
加
、
③
近
所
付
き
合
い
の
程
度
、
④
近
所
付
き
合
い
の
人
数
な
ど
を
尋
ね
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ソーシャル・キャピタル

が乏しいところには

不健康な人が多い

↑ 

不
健
康

健
康 

↓ ← 低　　ソーシャル・キャピタル　高 →

健
康
状
態
が
よ
く
な
い
と
答
え
た
人
の
割
合

一般的信頼感の質問に「はい」または「場合による」と答えた人の割合

ソーシャル・キャピタル指標

38

33

28

23

18
82 87 92 97 （％）

（％）

変数 β SE p

地区レベル
ソーシャル・キャピタル（注） -0.84 0.32 0.009

個人レベル年代（30 代に対し）

　40 代 -0.62 0.23 0.008

　50 代 -2.81 0.23 <0.001

　60 代 -4.90 0.26 <0.001

性別（女性に対し）

　男性 -1.68 0.15 <0.001

教育歴（義務教育に対し）

　高校 -1.01 0.21 <0.001

　専門学校 -1.65 0.30 <0.001

　短大 -2.29 0.41 <0.001

　大学以上 -2.74 0.36 <0.001

注：地区ごとのソーシャル・キャピタル得点の平均。

出典：近藤（2016）

表 1　地域の抑うつ度に影響を及ぼす要因の分析結果

図 2　SC と主観的健康感の関係 る
場
合
が
多
い
（
稲
葉
・
藤
原2013, 130

） 

。

こ
の
よ
う
に
し
て
測
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｃ
と
主
観
的
健
康
感
を
地
域
別
に
集
計
す
る
と
、
強
い
正
の
相
関
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
愛
知
老
年
学
的
評
価
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
知
多
半
島
の
二
五
自
治
体
に
対
し
て
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、

一
般
的
信
頼
感
の
質
問
に
「
は
い
」
ま
た
は
「
場
合
に
よ
る
」
と
答
え
た
人
の
割
合
が
低
い
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
Ｓ
Ｃ
が
乏
し
い

自
治
体
で
は
、
健
康
状
態
が
よ
く
な
い
と
答
え
た
人
の
割
合
が
多
く
な
る
（Ichida et al. 2009

）（
図
2
）。

注：年齢・性別調査済。死亡率とも相関。

出典：Ichida et al. (2009)
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ま
た
近
藤
克
則
ら
が
、
二
〇
〇
五
年
に
秋
田
県
内
の
二
つ
の
町
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
地
区
レ
ベ
ル
に
お
け
る
Ｓ
Ｃ

（
近
所
の
人
は
お
互
い
に
助
け
合
う
気
持
ち
が
あ
る
か
、
町
の
人
は
子
供
だ
け
で
危
険
な
こ
と
を
し
て
遊
ん
で
い
る
の
を
注
意
す

る
か
、
住
ん
で
い
る
地
域
に
愛
着
が
あ
る
か
な
ど
質
問
へ
の
回
答
を
、
地
域
指
標
と
し
て
集
計
し
た
も
の
）
が
高
い
地
域
に
住

ん
で
い
る
こ
と
が
、
抑
う
つ
度
を
低
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
分
析
と
い
う
多
変
量
解
析
の

手
法
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
年
代
、
性
別
、
教
育
歴
と
い
っ
た
個
人
の
属
性
を
統
制
し
て
も
な
お
、
Ｓ
Ｃ
の
高

い
地
区
に
住
ん
で
い
る
こ
と
自
体
が
個
人
の
抑
う
つ
度
を
低
め
る
効
果
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る 1
（
近
藤 2016, 155

）

（
表
1
）。

三
　
本
稿
に
お
け
る
デ
ー
タ
な
ら
び
に
調
査
の
概
要

川
崎
市
は
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
三
月
、「
川
崎
市
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
公
表
し
、
こ
の
な
か

で
は
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や
自
ら
が
望
む
場
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
の
実
現
」
を
基
本
理
念

と
す
る
、「
川
崎
ら
し
い
都
市
型
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
謳
っ
て
い
る
。
特
に
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
障
害
者
、

子
育
て
中
の
親
な
ど
、
地
域
に
暮
ら
す
全
て
の
人
を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
を
追
求
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
二
〇
一
七
年
一
〇
月

か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、「
川
崎
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
市
民
意
識
・
実
態
調
査
」
を
実
施
し
た
。
川
崎
市
七

区
の
な
か
の
三
区
（
麻
生
区
・
中
原
区
・
川
崎
区
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
四
地
域
、
計
一
二
地
域
を
選
定
し
、
地
域
別
の
分
析
を
可
能

に
す
る
た
め
、
一
地
域
二
〇
〇
人
の
無
作
為
抽
出
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
〇
七
七
票
の
調
査
票
を
回
収
し
た
（
有
効
回
収
率

は
四
五
・
九
％
）。

今
回
の
分
析
で
は
川
崎
三
区
の
市
民
全
体
を
対
象
に
、
Ｓ
Ｃ
と
主
観
的
健
康
感
な
ら
び
に
幸
福
感
の
関
連
に
つ
い
て
、
分
析
を
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川
崎
区

京町 1・2 丁目

中
原
区

今井上町

麻
生
区

岡上

小田栄 1・2 丁目 新丸子東 3 丁目 片平 1 ～ 8 丁目

網管通 1・2 丁目 井田 3 丁目 白山 1 ～ 5 丁目

川中島 1・2 丁目 井田 2 丁目 百合丘 1 ～ 3 丁目

表 2　選定地域

行
う
（
表
2
）。

四
　
小
地
域
ご
と
の
主
観
的
健
康
感
と
幸
福
感
度

ま
ず
本
調
査
で
は
、
地
域
活
動
が
活
発
な
一
二
の
小
地
域
（
町
丁
単
位
、
匿
名
で
Ａ
～
Ｌ
と
表

記
）
を
対
象
と
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
、
人
々
の
主
観
的
健
康
感
や
幸
福
感
が
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
（
図
3
、
図
4
）。

 

地
域
に
住
む
人
を
信
頼
し
て
い
る
人
の
割
合
（
地
域
信
頼
）
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ポ
ー

ツ
・
趣
味
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
（
水
平
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
へ
の
参
加
率
に
も
、
小
地
域
ご
と
に
大

き
な
違
い
が
あ
る
（
図
5
、
図
6
）。

さ
ら
に
、
地
域
信
頼
が
高
い
人
ほ
ど
健
康
に
満
足
し
て
い
る
。
ま
た
水
平
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

参
加
し
て
い
る
人
ほ
ど
幸
福
を
感
じ
る
人
が
多
い
（
図
7
、
図
8
）。 
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54.1

59.6
57.1

51.253.3
58.3

66.7

55.8

38.638.5
41.2

48.2

満足（「どちらかといえば満足」を含む））

LKJIHGFEDCBA

そう思う（「どちらかといえば満足」を含む））

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

81.6

71.2

80.2
76.2

71.1

86.5
90.3

84.9

75.7

69.871.8

77.8

図 3　自分の健康に満足している人の割合

図 4　自分は幸福と思う人の割合
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20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

LKJIHGFEDCBA

そう思う（「どちらかといえばそう思う」を含む））

58.2

67.367.0

50.0

60.059.4
56.9

50.0

41.4
45.8

42.4

54.3

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

LKJIHGFEDCBA

参加している

45.9

51.9
47.3

38.138.938.5

51.4

44.2

32.931.331.8

43.2

図 5　地域の人を信頼できる人の割合

図 6　水平ネットワークへの参加率
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

信頼している

信頼していない・
どちらともいえない

60.2 39.8

42.3 57.7

健康満足 健康不満（「どちらともいえない」含む）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不参加

参加

幸福である 幸福ではない（「どちらともいえない」含む）

83.1 16.9

74.2 25.8

図 7　地域を信頼する人ほど健康に満足

図 8　水平的ネットワークに参加するほど幸せ
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五
　
川
崎
市
民
の
主
観
的
健
康
感
・
幸
福
感
に
影
響
を
与
え
る
要
因
（
重
回
帰
分
析
）

つ
い
で
、
川
崎
市
民
の
主
観
的
健
康
感
や
幸
福
感
に
影
響
を
与
え
る
要
因
を
、
他
の
変
数
の
影
響
を
取
り
除
い
て
取
り
出
す
こ

と
が
で
き
る
重
回
帰
分
析
に
よ
っ
て
分
析
す
る
。
こ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
ど
の
説
明
変
数
（
要
因
）
が
、
ど
の
程
度
、
個
人
の
健

康
（
結
果
）
に
影
響
を
与
え
る
か
を
比
較
検
討
で
き
る
（
表
3
、
表
4
）。

従
属
変
数

：

主
観
的
健
康
感
（
＝
客
観
的
健
康
と
強
く
相
関
）、
幸
福
感

説
明
変
数
①

：

個
人
の
社
会
的
属
性

　
性
別
、
年
齢
、
世
帯
収
入
、
学
歴
（
教
育
年
数
）　

説
明
変
数
②

：

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
三
要
素

　
地
域
信
頼
（
問6.2

）

　
互
酬
性
（
問6.3

） 

　
水
平
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
の
い
ず
れ
か
に
参
加
）

　
垂
直
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
政
治
・
業
界
・
宗
教
団
体
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
町
内
会
の
い
ず
れ
か
に
参
加
）

健
康
満
足
度
（
主
観
的
健
康
感
）
に
つ
い
て
は
、
年
齢
、
性
別
、
世
帯
収
入
は
有
意
な
影
響
を
持
た
な
い
。
互
酬
性
と
垂
直

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
地
域
信
頼
が
強
い
人
、
水
平
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
い
る
人
、
教
育
年
数
（
学

歴
）
が
高
い
人
ほ
ど
、
健
康
に
満
足
し
て
い
る
。

幸
福
感
に
つ
い
て
は
、
年
齢
は
有
意
な
影
響
を
持
た
な
い
。
男
性
は
（
女
性
に
比
べ
て
）
幸
福
感
が
低
い
。
そ
の
他
、
社
会
関
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独立変数 偏回帰係数 標準回帰係数（β）

年齢 -0.005 -0.068 

性別（女性 ref） -0.014 -0.006 

世帯収入 0.000 0.044 

教育年数 0.057 0.115 **

互酬性 0.013 0.009 

垂直ネットワーク -1.018 -0.008 

水平ネットワーク 0.204 0.088 *

地域信頼 0.166 0.128 

（定数） 2.137 **

決定係数 0.058 

調整済み決定係数 0.049 

N 811 

注：+:p<.10, *:p<.05, **:p<.01

従属変数：川崎市民の健康満足度（主観的健康）

独立変数 偏回帰係数 標準回帰係数（β）

年齢 -0.003 -0.056 

性別（女性 ref） -0.115 -0.066 

世帯収入 0.000 0.059 

教育年数 0.033 0.088 **

互酬性 0.092 0.089 

垂直ネットワーク 0.117 0.066 

水平ネットワーク 0.106 0.060 *

地域信頼 0.127 0.130 

（定数） 2.968 **

決定係数 0.085 

調整済み決定係数 0.075 

N 809 

注：+:p<.10, *:p<.05, **:p<.01

従属変数：川崎市民の幸福度

表 3　川崎市民の主観的健康感（重回帰分析）

表 4　川崎市民の幸福感（重回帰分析）

係
資
本
の
三
要
素
（
地
域
信
頼
、
互
酬
性
、
水
平
／
垂
直
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
な
ら
び
に
教
育
年
数
（
学
歴
）、
世
帯
収
入
が
高
い

人
も
幸
福
感
が
高
い
。
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六
　
三
区
民
の
健
康
に
地
域
が
与
え
る
影
響

前
節
の
分
析
で
見
た
の
は
、
個
人
の
健
康
に
、
個
人
の
社
会
的
属
性
や
、
個
人
の
Ｓ
Ｃ

（
信
頼
、
互
酬
性
、
垂
直
／
水
平
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
与
え
る
影
響
で
あ
っ
た
。
個
人
の
影

響
に
加
え
て
、
地
域
が
独
自
に
果
た
す
影
響
（
隣
人
効
果
な
ど
）
を
み
る
に
は
、
マ
ル
チ
レ

ベ
ル
分
析
が
有
効
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
人
文
社
会
系
研
究
科
Ｍ
１
・
佐
藤
剛
生

氏
の
分
析
を
紹
介
す
る 2
。

被
説
明
変
数
と
し
て
、
前
節
と
同
じ
く
個
人
の
主
観
的
健
康
感
を
と
る
。
個
人
レ
ベ
ル
の

説
明
変
数
と
し
て
、
性
別
（
女
性
を
０
、
男
性
を
１
）、
婚
姻
状
態
（
未
婚
を
０
、
既
婚
を

１
）、
本
人
年
収
、
健
康
度 3
を
採
用
す
る
。
ま
た
地
域
レ
ベ
ル
の
変
数
と
し
て
、
構
造
的
変

数
と
し
て
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
，
認
知
的
変
数
と
し
て
一
般
的
信
頼
・
地
域
信
頼
・
互
助
意

識
・
地
域
へ
の
貢
献
意
識
を
採
用
す
る
。

一
般
的
信
頼
・
地
域
信
頼
・
互
助
意
識
・
地
域
へ
の
貢
献
意
識
は
、
そ
れ
ぞ
れ
設
問
６
の

１
か
ら
４
に
対
す
る
回
答
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
う
思
う
」
と
「
そ
う
思
う
」
を
１
、
そ

れ
以
外
を
０
と
す
る
ダ
ミ
ー
変
数
と
し
た 

。
こ
れ
ら
構
造
的
変
数
と
認
知
的
変
数
を
単
純

加
算
し
た
合
成
尺
度
（
α
係
数=

0.92

）
の
平
均
値
を
地
域
ご
と
に
算
出
し
、
地
域
属
性
を

表
す
Ｓ
Ｃ
指
標
と
し
て
用
い
た
。
記
述
統
計
量
は
、
表
5
の
通
り
。

は
じ
め
に
、
切
片
の
み
に
地
域
レ
ベ
ル
の
分
散
を
求
め
た
「
モ
デ
ル
１
」
を
推
定
す
る
こ

観察数 平均 標準偏差 最大 最小

幸福感 998 4.10 0.89 1 5

性別 1,046 0.45 0.50 0 1

年齢 1,039 55.30 17.51 18 97

既婚 898 0.81 0.39 0 1

個人年収 980 393.16 425.58 0 3500

健康度 1,033 17.52 4.75 5 25

表 5　記述統計量
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表 6　主観的幸福感に影響を与える要因（マルチレベル分析）

モデル 1 モデル 2 モデル 3

　係数 標準偏差 　係数 標準偏差 　係数 標準偏差

個人レベル

　切片 4.097 ** 0.049 3.019 ** 0.174 2.517 ** 0.241 

　男性（ref 女性） -1.970 ** 0.065 -0.198 ** 0.065 

　年齢 -0.000 0.002 -0.000 0.002 

　既婚（ref 未婚） 0.383 ** 0.077 0.393 ** 0.077 

　本人収入 0.01 0.011 0.01 0.011 

　健康度 0.55 ** 0.01 0.05 ** 0.006 

地域レベル

　SC 0.268 ** 0.098 

地域変動項の分散 0.00462 0.00657 0.00015

と
で
、
主
観
的
幸
福
感
に
地
域
間
格
差
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

次
に
、
個
人
属
性
の
説
明
変
数
を
加
え
た
「
モ
デ
ル
２
」
を
推
定
し
、

こ
れ
を
通
常
の
回
帰
分
析
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
切
片
を
ラ
ン
ダ
ム
化

し
た
モ
デ
ル
２
が
デ
ー
タ
に
対
し
て
よ
り
適
合
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

最
後
に
、
地
域
属
性
の
説
明
変
数
と
し
て
Ｓ
Ｃ
を
加
え
た
「
モ
デ
ル

３
」
を
推
定
す
る
こ
と
で
、
モ
デ
ル
２
の
地
域
間
格
差
が
ど
の
程
度
ま

で
減
少
さ
れ
る
か
を
検
討
す
る
（
表
6
）。

各
モ
デ
ル
に
お
け
る
「
地
域
変
動
項
の
分
散
」
は
三
区
一
二
地
点
に

お
け
る
「
主
観
的
幸
福
感
」
の
地
域
間
格
差
を
表
し
て
い
る
。
切
片
の

み
に
地
域
レ
ベ
ル
の
分
散
を
求
め
た
モ
デ
ル
１
（N

=
933

）
の
「
地
域

変
動
項
の
分
散
」
は0.00462

で
あ
り
、
主
観
的
幸
福
感
の
平
均
値
が

地
域
ご
と
に
異
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

た
だ
し
こ
の
時
点
で
は
「
地
域
変
動
項
の
分
散
」
に
個
人
レ
ベ
ル
要

因
と
地
域
レ
ベ
ル
要
因
の
双
方
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
個
人
レ
ベ
ル

変
数
を
統
制
す
る
必
要
が
あ
る
。

モ
デ
ル
２
（N

=
752

）
で
は
個
人
レ
ベ
ル
変
数
と
し
て
性
別
、
婚
姻

状
態
、
健
康
度
の
三
つ
が
有
意
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
主
観
的
幸
福

感
が
女
性
に
比
べ
男
性
が
低
く
、
未
婚
者
に
比
べ
既
婚
者
が
高
く
、
健

康
度
が
高
ま
る
ほ
ど
主
観
的
幸
福
感
も
増
加
す
る
。「
地
域
変
動
項
の
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分
散
」
の
増
加
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
は
個
人
レ
ベ
ル
変
数
の
導
入
に
と
も
な
う
N
の
変
動
の
結
果
で
あ
る
。

モ
デ
ル
３
（N

=
752

）
で
は
地
域
レ
ベ
ル
変
数
と
し
て
Ｓ
Ｃ
指
標
を
導
入
す
る
。 

Ｓ
Ｃ
指
標
は
一
％
水
準
で
有
意
で
あ
り
、

地
域
ご
と
の
平
均
的
Ｓ
Ｃ
が
主
観
的
幸
福
感
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
ご
と
の
平
均
的

Ｓ
Ｃ
が
増
大
す
る
ほ
ど
、
そ
の
地
域
に
居
住
す
る
人
々
の
主
観
的
幸
福
感
は
平
均
的
に
上
昇
す
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
モ
デ
ル
３
で
は
モ
デ
ル
２
に
比
べ
て
「
地
域
変
動
項
の
分
散
」
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
（0.00657

→0.00015

）。

こ
れ
は
個
人
レ
ベ
ル
変
数
を
統
制
し
た
モ
デ
ル
２
の
「
地
域
変
動
項
の
分
散
」
を
、
地
域
ご
と
の
平
均
的
Ｓ
Ｃ
が
多
く
説
明
す
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
地
域
の
文
脈
効
果
は
か
な
り
大
き
く
、
ど
の
地
域
に
居
住
す
る
か
に
よ
っ
て
、
個
人
の
幸
福

感
が
左
右
さ
れ
や
す
い
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
Ｓ
Ｃ
が
私
的
財
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
ブ
財
や
公
共
財
と
し
て
の
意
味
を
有
す
る
こ
と
が
、
実
証
的
に
明
ら
か

に
な
っ
た
と
い
え
る
。

七
　
今
後
の
課
題

私
た
ち
の
チ
ー
ム
で
は
、
川
崎
市
の
残
り
四
区
に
対
し
て
、
同
趣
旨
の
調
査
を
現
在
実
施
中
で
あ
る
。
こ
の
調
査
を
含
め
て
、

私
た
ち
の
調
査
が
何
を
達
成
で
き
る
か
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

第
一
に
、
川
崎
七
区
二
八
地
域
へ
と
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
川
崎
市
全
体
に
一
般
化
可
能
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
の
み
な
ら
ず
、
小
地
域
に
存
在
す
る
ク
ラ
ブ
財
・
公
共
財
と
し
て
の
Ｓ
Ｃ
が
、
個
人
の
幸
福
に
対
し
て
固
有
に
与
え
る
影
響

を
よ
り
精
緻
に
特
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
今
回
の
調
査
は
、
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
サ
ー
ベ
イ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
Ｓ
Ｃ
と
主
観
的
健
康
感
や
幸
福
感
と
の
因
果
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的
な
連
関
が
明
確
に
立
証
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、「
Ｓ
Ｃ
が
充
実
し
て
い
る
か
ら
健
康
に
な
る
」
の
か
、「
健
康
だ

か
ら
Ｓ
Ｃ
が
充
実
す
る
の
か
」
は
、
デ
ー
タ
上
か
ら
は
区
別
す
る
の
が
難
し
い
。
し
か
し
今
後
は
、
傾
向
ス
コ
ア
法
な
ど
の
因
果

推
論
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｃ
の
充
実
が
原
因
と
な
っ
て
、
結
果
と
し
て
主
観
的
健
康
感
や
幸
福
感
が
高
ま
る
と
い
う
因

果
関
係
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
三
に
、
今
回
の
結
果
を
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
イ
チ
ロ
ー
・
カ
ワ
チ
教
授
（
社
会
疫
学
）
に
よ
る
と
、
地
域
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
健
康
を
高
め
る
の
は
、

①
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
健
康
に
よ
い
情
報
が
伝
達
さ
れ
る
、
②
健
康
に
よ
い
サ
ー
ビ
ス
が
供
給
さ
れ
る
、
③
住
民

間
の
摩
擦
が
少
な
く
治
安
が
良
く
な
る
、
④
地
方
自
治
体
の
行
政
効
率
が
高
ま
る
、
な
ど
の
要
因
が
あ
る
か
ら
と
さ
れ
て
い
る

（K
aw

achi, 2000

）。
今
回
は
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、
地
域
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
た
り
、

外
国
人
に
対
す
る
寛
容
度
を
高
め
た
り
、
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

全
市
民
を
対
象
と
す
る
、
川
崎
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
全
国
的
に
も
注
目
を
集
め
る
先
駆
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、

こ
れ
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
実
証
的
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
地
域
ご
と
の
課
題
の
違
い
や
、
社
会
資
源
（
人
材
、

民
間
の
活
動
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
の
強
み
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
Ｓ
Ｃ
を
高
め
る
こ
と
が
有
効
と
思
わ
れ
る
。
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マ
ル
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レ
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析
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書
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刊
）、
八
八
～
九
一
頁
。

■
註

1 

一
、
二
節
の
内
容
は
赤
川
学
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
地
域
包
括
ケ
ア
に
役
立
つ
か
」『
精
神
保
健
政
策
研
究
』N

o. 26, 20-25, 

2018

の
一
節
、
二
節
を
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

2 

た
だ
し
デ
ー
タ
分
析
自
体
は
筆
者
が
手
元
で
も
行
っ
て
い
る
。

3 

身
体
的
健
康
度
を
測
る
設
問
二
三
の
一
か
ら
四
（
持
病
に
よ
る
体
調
不
良
、
老
化
に
よ
る
体
調
不
良
、
持
病
以
外
の
体
調
不
良
、
け
が
の

五
点
尺
度
）、
精
神
的
健
康
を
測
る
設
問
二
三
の
五
（
精
神
的
憂
鬱
の
五
点
尺
度
）
の
平
均
値
を
と
る
合
成
尺
度
を
作
成
し
た
。
α
係
数

=
0.79

。

4 

「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は
、
政
治
団
体
、
業
界
団
体
，
老
人
ク
ラ
ブ
、
宗
教
関
係
の
団
体
、
町
内
会
・
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
市
民
活
動
、
防
災
活
動
、
地
域
の
行
事
へ
の
参
加
（
五
点
尺
度
）
の
一
一
項
目
を
主
成
分
分
析
に
か
け
，
第
一
主
成
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分
を
地
域
ご
と
に
平
均
値
を
と
っ
た
も
の
。
問
六
の
一
か
ら
四
は
「
一
般
的
に
、
人
は
信
頼
で
き
る
」、「
こ
の
地
域
の
人
を
信
頼
で
き
る
」、

「
こ
の
地
域
の
人
は
、
多
く
の
場
合
，
他
の
人
の
役
に
立
と
う
と
す
る
」、「
こ
の
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
」
の
五
点
尺
度
。

（
あ
か
が
わ
・
ま
な
ぶ
　
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
）


